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★ＴＡＣ訪問生産者のご紹介★ 

◎刈羽支店地域 井岡集落 （農）井岡ファーム 代表理事 五十嵐 篤 様 

栽培品目（平成 29年） 

水稲     新潟次郎、こしいぶき、コシヒカリＢＬ 合計約２１.９ｈａ 

園芸     たまねぎ ２８a、にんじん３２a、さといも８a、カリフラワー２a、ブロッコリー1.5a  

 

 

～今後の経営発展及びＴＡＣ・ＪＡに期待すること～ 

TAC の方々には園芸支援をお願いしたいので 

よろしくお願いします。 

【後列左から】棚岡 輝美さん、臨時職員さん、田岡 雅人さん 

【前列左から】田岡 直人さん、五十嵐 篤（代表理事）、田岡 茂さん 

 

２０１７．６月号 No.４９ 

2017年 6月 7日(水)の農業新聞に掲載させて頂きました。 

私たちは水稲を中心に、園芸にも意欲的に取り組んでいます。 

少ない人数でも取り組みやすい根菜類を中心に作付けを増やしていきます。 

 



★ＴＡＣ農業所得２０％アップ２０２０（2020 年の目標達成に向けて） 

東京オリンピック開催年（2020年）を目標にＴＡＣが安定経営の基盤強化を支援する活動

です。 

今年度は下記の支援を実施します。お気軽にＴＡＣまでご相談下さい。 

今月号の特集 

① 水稲安定経営支援 

目標収量を設定し、達成に向け準備を進めましょう。 

  特に今年度は「こしいぶき」の収量 10 俵を目標に掲げ支援いたします。 

 （目標収量を設定した収支 10ａあたり試算） 

こしいぶき コシヒカリ 新之助

目標収量（俵） 10 9 9
平成28年仮渡金／俵 11,300 13,600 15,000
平成29年追加払い／俵 450

①売上計 117,500 115,600 135,000

種苗費 ＪＡ出芽苗（１箱）、15枚/10a 592 8,880 8,880 8,880
肥料費　合計 元肥、穂肥 8,298 10,804 10,536

施用量ｋｇ おぐに有機α 1,715 40 40
コシヒカリ一発肥料 3,302 40
ワンタッチ早生肥料 3,473 40
たんぼのちから 3,222 25
柏崎専農晩生ＳＰ　２７ 3,790
たんぼのみのり 3,078 5 20
穂肥５２０ 1,803 15
総窒素量（㎏） 8 6 6

農薬費　合計 初期、一発除草剤、カメムシ 6,890 6,890 6,890
個数 メテオ1キロ粒剤 858 1 1 1

ナギナタ豆粒 2,980 1 1 1
スタークル粒剤 3,052 1 1 1

作業委託費（カントリー利用料金） 玄米1俵あたり 1,674 16,740 14,229 15,066
動力光熱費 1俵*150円 150 1,500 1,275 1,350
修繕費 1俵*500円 500 5,000 4,250 4,500
労務費 1俵*2000円 2,000 20,000 17,000 18,000
地代 10a 10,000 10,000 10,000 10,000

②費用計 77,308 73,328 75,222

③売上総利益（①-②） 40,192 42,273 59,779

直接支払交付金 7,500 7,500 7,500

④補助金合計 7,500 7,500 7,500

⑤補助金算入後利益（③＋④） 47,692 49,773 67,279

水稲
品種名 項目詳細

単価
（税込）

 

 

めざそう 

こしいぶき 10 俵 ！！ 

（平年比プラス１俵） 

 

 

平成３０年の農政転換に向け、 

コシヒカリ以外（早生、業務用米）の 

多収穫栽培技術の技術を磨き、収入の

安定を図りましょう！！ 

こしいぶきは５

月末に平成２８年

産の追加払いがあ

りました。 



 

◎Ｈ２９水稲安定経営支援 風景  ～生育調査の実施で減収等のリスクを回避～ 

 

 

 

 

 

ＴＡＣが調査結果記入の看板貼り付けシートを提供しました。 

 

 

☆ 収穫量 こしいぶき１０俵への道のり ☆ 

道のり その① 

収量の構成を考えましょう。（収量構成要素） 

 

収量（㎏／10ａ）＝ 

 穂数（本／㎡）×一穂もみ数（粒）×登熟歩合（％）×千粒重（ｇ／1,000） 

 

 わかりやすく一言で表現しますと“適正な茎の数でついた粒がよく実れば標準的な収量は

とれる”ということです。 

 

目標収量 10俵（６００㎏）＝ 

440本／㎡ × 70 粒 × ９０％ × 0.022㎏ 

収穫時に一株、440 本／㎡の穂数を確保する事が目標となります。 

目標穂数 60株植えで一株 24 本程度となります。 

 

 

 

道のり その② 

生育診断を実施し適正量の穂肥をタイミングよく施用する。 

穂肥５２０号（窒素１５％）を２回実施する準備を行う。 

実際の穂数を予測し目標の 440本／㎡を基準に穂数に見合う穂肥量を検討する。 

 

今後の安定経営には生育診断は必要不可欠です。 

次年度の課題が見えてきます。 お気軽にご相談ください。 

 

 水稲生育調査による農業所得アッ

プの取り組みが拡大しています。 

稲の変化を観察し、適切な対処を行

い安定経営を図ります。 

 生育途中でも調査は可能です。 

お気軽にご相談下さい。 

生育調査拡大中！！ 

１０俵どりの適正穂数を 

目指す。 

確保した穂数に見合う 

穂肥投入で登熟促進！！ 



★トピックス★ 

５月末から玉ネギの収穫がはじまりました。 

６月中を目途に収穫を終了します。 

・秋植え分 予想収穫量３トン／１０ａ 

昨年に引き続き高い収量を見込んでいます。 

・収穫後の乾燥調製作業をＪＡが請負う事で 

 生産者の負担を軽減し取り組み易くなって 

います。 

 

 

平成２９年１０月には次年度の玉ねぎ定植が始まります。 

ご検討の方はＴＡＣまでお気軽にご相談ください。 

 

★６月の行事予定★ 

 

２３日（金） 飼料用米「新潟次郎」中間管理指導会  

         東部田尻支店 10：00～  北部西中通支店 13：30～ 

 

 

 

 

 

２４日（土）２５日（日） 農産物直売所「愛菜館」オープン７周年記念大感謝祭 

9：00～17：00 

愛菜館利用組合各支部の出店があります。 

 

２７日（火） 大規模農家・生産法人研修会（ＪＡ柏崎法人協議会会員） 

         新潟市秋葉区文化会館   ～TACも同行します♪♪ 

 

 

 

 

お問合せ先  営農指導課 TEL0257-21-2095 

 おかげさまで７周年！！ 

ＪＡ柏崎の農産物の発信元として定着しました。 

 引き続きご利用、ご愛顧をよろしくお願いします。 


